
奨学金を知る

１ 日本の奨学金制度の現状と実態
・高校生の5人に4人が進学
4年制大学への進学率50％超
短大専門学校も含めると80％以上

・日本学生支援機構の奨学金は年間
1兆円規模。132万人に貸与。
総貸付残高は9兆円。
1人あたりの平均貸与総額は第一種
（無利子）236万円、
第二種（有利子）343万円。
学生2.6人に1人が利用している

・学費の上昇
国公私立共に親世代の2倍
私立平均131万円、国立平均81万円

・親の実質賃金は減少
18歳未満の子どものいる世帯の平均
収入は1996年の781万円から減り続けて
いる（2015年712万円）

・18歳人口も1992年以降減り続けている
2014年には118万人と40％以上の減少

学費高騰、親の収入低下にもかかわらず、進学率は上昇

この矛盾した現象をつないでいるのが「奨学金」

有利子の第二種を最大
月12万円借りると…
4年間で576万円
利子１％とすると、
月26000円を20年間返済
しないといけない

大手貸金業者など
1168社が加入している
日本貸金業協会のデータ
では、「消費者向け・
無担保貸付」の年間貸付
額は約5兆。1人あたりの
利用金額は23万円。
奨学金の76万円は一般の
約4倍。
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２ 日本の奨学金制度の問題点

・「奨学金」と言いながら（ごく一部の給付型を除いて）、学生を
対象にしたローンであり、子どもが背負う借金であること。
数百万もの金銭消費貸借契約を子どもが結んでいること。
そして、そのことを借りる時点（奨学金の申し込みの時）では親子
共にしっかりと明確に認識していないこと。

・返済猶予制度の存在を延滞者の57％が知らない。

・滞納者の個人信用情報機関への登録制度（ブラックリストに載る
こと）を72％の人が知らない（よく知らないも含む）。
ブラックリストに載ると、クレジットカードやカードローンなどが
組めなくなり、社会生活に支障をきたすことを知らない。

・少子化が続くにもかかわらず大学が増え続けた結果、私立大学の
4割が定員割れとなっていて、奨学金がなければほとんどの大学が
経営危機に陥ることになってしまい、学生と同じく奨学金制度の
受益者となっている。奨学金制度なしでの存続が不可能。

・若者の雇用状況は親世代よりもはるかに厳しく、借金を返していける
だけの賃金を得ることができない

それにさぁ、
日本の学歴社会って
なんかけったいなのよね～
進学校卒でも高卒だとバカ田
大学出よか給料低いのよね～
東大卒も底辺大卒も最初は
同じ給料なのよ（笑）



３ コロナ禍で変わったこと
・大学の学費が高いのは通学コースだけ

法政大学通学部法律科：4年間 430万円以上（1年間110万）
法政大学通教部法律科：4年間 70～80万円（1年間20万）

夜間部は大学によって金額にかなり差がある
1年間40万円～80万円、国公立は30万円ぐらい

夜間大学はそれほど学費が安くなく、年々減少しているが、
メリットとしては、18時以降に授業があるので昼間は働ける
…ことかな？

通信教育は学費は安いが、やり抜く人が極端に少なく、
脱落者が多い。テキストを読んでレポートを提出するという
孤独な作業に加え、わからないことをすぐに先生に聞けない
ため学業の進捗に影響が出るのか…

コロナ禍で、すべての学生が孤独になった。
授業はオンラインになり、しかも不慣れな教員の
授業は対面と同じような内容であったため、対面のメ
リットもオンラインのメリットもなく、授業料に見合う
内容とはならなかった。

私の通信教育のスクーリングはオンラインになった
おかげで交通費と宿泊費が浮いたけど、息子のは高
いお金を払ってあの内容じゃ納得いかないわ…

何のための大学やら…



４ 何をどのように学ぶのか
学びの多様性・社会人の学び

・職務給制度ではない日本社会で大学（や専門学校）など、高等教育
機関で専門課程を学ぶ意味は？

・ MOOCやgaccoなどの無料オンライン大学講座等が今後ますます
充実していくなかで、供給過多の大学に借金をしてまで通う必要性は
どれほどあるのか？通学生の大学もオンラインが主となり、事前に
各自が学習したうえで、少人数のディスカッションのようなものだけ
が対面になっていく可能性が…

・新卒一括採用は今後も続くのか？
中途採用が一般的になれば社会人が大学や専門学校で学び直す機会
も必要。そしてそれもやはりオンラインが主となるのでは…

・個人が多くの生徒に一斉に教えるやり方は日本においては、義務教育
をはじめ、高等教育や社員教育、生涯学習など、あらゆる学びの場で
使われている手法であり、効率的とされているが本当にそうなのか？

夜間中学や学童保育を手伝ったり
こども食堂を立ち上げたりしようと
思えば、勉強が必要だね。学校に
行ってるヒマなんてないから独学だね。
書籍の中にもYouTubeにもいい
先生がごまんといるよ。しかも
タダかタダ同然かかなり安いか

ってとこ。 参考文献
・「奨学金 借りる？借りない？見極めガイド」
・「奨学金 借りるとき 返すときに読む本」
・「奨学金を借りる前にゼッタイ読んでおく本」
・「大学進学にまつわるお金の話」聖学院大学

奨学金のノウハウが
知りたければリアルにも
ネットにも情報はてんこ盛り


